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西原町議会事務局

議会だよりに対するご意見、
ご要望はこちらへ

TEL:098-945-5122

9月議会の傍聴者

延べ人数

人34
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西原町議会のトップページに飛びます。
右側のバナーから議会中継（録画）をクリック！ インターネットで

議会中継（録画）を見よう！インターネットで
議会中継（録画）を見よう！

西原町のホームページの左下にある
「議会」のボタンをクリックします。

パソコンの検索機能を使って

町議員の一般質問などが見られます。

西原町 検索

西原町の議会や議員のことを
もっと知ってみませんか？

②検索を
　クリック

①まず、
　町名を入力！

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を

お寄せくださいお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
　表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を
募集しています。上手い下手は関係ありません。小学
生から大人まで、いきいきとした題字と笑顔あふれる
写真をお待ちしています。
※詳細は議会ホームページをご覧ください。

議会事務局（担当：新川）
945-5122 945-5045送付先

Mail:gikai_jimu@town.nishihara.okinawa.jp
TEL FAX

題　字　制　作　者
西
原
東
小
学
校
３
年

比
嘉 

純
大
さ
ん

ひ
　  

が
　 

じ
ゅ
ん 

だ
い

議会だより
第70号

つ
ぶ
や
き

　

平
成
27
年
度
の
決
算
が
公
に
さ

れ
る
時
期
に
な
っ
た
。
決
算
は
町

民
に
財
政
の
実
態
を
知
ら
せ
る
事

だ
。
去
る
９
月
議
会
定
例
会
に
提

出
さ
れ
、
認
定
に
向
け
て
議
論
さ

れ
た
。　
　
　

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
又
主

要
施
策
の
成
果
説
明
書
と
財
産
調

書
も
添
え
て
、
議
会
に
提
出
さ
れ

る
。
単
な
る
報
告
で
は
な
く
、
認

定
を
求
め
る
仕
組
み
だ
（
不
認
定

も
あ
り
得
る
）。
結
果
は
認
定
と

な
っ
た
。　
　
　

　

決
算
時
と
か
ち
合
い
、
時
間
的

に
も
厳
し
い
中
、
議
長
を
除
く
18

名
が
一
般
質
問
し
た
。
素
晴
ら
し

い
事
だ
。
県
下
で
も
本
町
の
一
般

質
問
者
数
は
ト
ッ
プ
と
聞
い
て
い
る
。

　
「
一
般
質
問
」
は
、
議
員
の
檜
舞

台
と
い
わ
れ
る
。
町
民
の
声
や
願

い
を
踏
ま
え
た
質
問
、
ま
た
町
長

の
政
治
姿
勢
を
た
だ
し
責
任
追
及

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
得
る
。
傍
聴

の
多
い
の
が
一
般
質
問
だ
。
議
員

と
し
て
は
最
も
力
を
入
れ
、
情
熱

を
燃
や
す
場
面
で
あ
る
。
今
年
最

後
の
12
回
定
例
会
が
12
月
9
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
是
非
、
傍
聴
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
儀
間
信
子
）

【ひとこと】
　字のバランスを取るのがむずかしかったで
す。特に 「ぎ」 と 「だ」 の、 にごる音の文字で、 
「 、、（点々）」の位置とのバランスを取るのが
むずかしかったけど、うまくかけました。

右側のバナーから議会中継（録画）をクリック！

12 月
9 日（

金
） 午
前
10時

 12月
定
例
会
開
会
予
定

詳
し
い
日
程
の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
へ
（
☎
9
4
5
-5
1
2
2
）
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今
回
の
表
紙
題
字
：

西
原
東
小
学
校
3
年

比
嘉
 純
大
さ
ん

ひ
　
　
が
　
じ
ゅ
ん
 だ
い

会
場
か
ら
は
、
様
々
な
提
言
・
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
様
々
な
提
言
・
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。

町
議
会
で
は
「
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
議
会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
報
告
と
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
、「
議
会
を
Ｄ
Ｏ
す
る
！
？
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
は
・
・
・
」
と
題
し
、
11
月
16
日
午
後
7
時
か
ら
、

さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
議
会
で
は
「
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
議
会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
報
告
と
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
、「
議
会
を
Ｄ
Ｏ
す
る
！
？
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
は
・
・
・
」
と
題
し
、
11
月
16
日
午
後
7
時
か
ら
、

さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 
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宮里 芳男 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

呉屋 悟 議員

給食無料化の町長答
弁の新聞記事から

坂田区でのまちづくり懇談会のもよう

◇町行政
◇道路行政

◇学校給食費無料化の
実現性
◇産業課の適正化を
◇ごみの減量化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

上里 善清 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

与那嶺 義雄 議員

◇待機児童問題
◇子どもの貧困対策
◇災害の対応策
◇MICE 施設関連

◇今後の子どもの貧
困対策は？
◇観光協会の設立-
西原は？

県スポーツ観光部の資料から

子どもの未來を草の根活動で支援する
団体の取組みを紹介する新聞記事

１
基
設
置
。
追
加
要
望
に
つ
い

て
は
現
場
調
査
し
検
討
し
て
い

く
。（
３
）
現
在
最
大
10
万
円

を
補
助
交
付
し
て
い
る
。
増
額

に
つ
い
て
は
厳
し
い
。（
４
）

現
在
、
道
路
整
備
計
画
は
な
い

が
、
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
維
持
修

繕
の
範
囲
で
舗
装
の
修
繕
や
草

刈
り
等
を
実
施
す
る
。

道
路
行
政
に
つ
い
て
。

（
１
）
浦
添
西
原
線
が
坂

田
ハ
イ
ツ
を
横
断
す
る
こ
と
に

つ
い
て
現
計
画
で
は
坂
田
ハ
イ

ツ
か
ら
バ
イ
パ
ス
道
路
へ
の
接

続
が
大
変
複
雑
に
な
っ
て
い

る
。
生
徒
の
通
学
、
通
勤
道
路

に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
の
道

路
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。
県
の

事
業
で
は
あ
る
が
、
町
と
し
て

地
域
と
一
緒
に
検
討
が
必
要
と

思
う
。（
２
）
坂
田
ハ
イ
ツ
Ａ

地
区
９
世
帯
が
バ
イ
パ
ス
工
事

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
な
い
様
、

ボ
ッ
ク
ス
型
構
造
物
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
９
世
帯
の
陸
の
孤

島
状
態
の
解
消
、
騒
音
、
排
気

ガ
ス
、
粉
塵
等
の
低
減
に
つ
な

が
る
。
町
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。（
３
）
現
在
で
も
９
世
帯

は
地
盤
沈
下
が
あ
り
ア
セ
ス
メ

ン
ト
調
査
が
必
要
と
思
う
。

（
４
）
工
事
期
間
中
、
９
世
帯

の
車
両
、
歩
行
者
の
通
行
に
つ

い
て
。

町
行
政
に
つ
い
て
。
ま
ち

づ
く
り
行
政
懇
談
会
が
各

行
政
区
で
実
施
さ
れ
、
坂
田
区

で
は
、
地
域
づ
く
り
の
課
題
と

し
て
、（
１
）
歩
道
、
側
溝
、

道
路
整
備
等
の
要
望
が
あ
る
。

ま
た
、
以
下
３
点
に
つ
い
て
伺

う
。（
２
）
坂
田
ハ
イ
ツ
内
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
（
３
）
下

水
道
敷
設
工
事
補
助
金
の
増
額

（
４
）
坂
田
ハ
イ
ツ
か
ら
翁
長

に
抜
け
る
里
道
の
整
備
。

 

建
設
部
長  

ハ
イ
ツ
内
の
道
路

は
町
道
で
は
な
く
位
置
指
定
道

路
で
維
持
管
理
は
基
本
的
に
は

ス
リ
ー
ハ
ー
ト
社
が
行
う
べ

き
。
し
か
し
、
町
と
し
て
も
予

算
の
範
囲
内
で
部
分
的
に
補
修

を
検
討
し
て
い
く
。（
２
）昨
年
、

一
般
質
問

一
般
質
問

 

建
設
部
長  

（
１
）
県
が
責
任
を

も
っ
て
自
治
会
へ
説
明
す
べ
き

で
す
が
、
町
と
し
て
も
県
に
対

し
自
治
会
の
納
得
す
る
様
十
分

な
説
明
を
要
求
し
て
い
き
た
い
。

（
２
）
ボ
ッ
ク
ス
型
構
造
物
は
町

と
し
て
も
事
例
が
な
く
、
何
と

も
い
え
な
い
。
同
案
に
つ
い
て

は
県
に
伝
え
て
い
き
た
い
。（
３
）

注
意
を
払
っ
て
施
工
す
る
と
思

う
が
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に

つ
い
て
も
道
路
事
業
と
は
別
に

県
の
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
当
該
地
区
は
地
す
べ
り

や
急
傾
斜
の
区
域
指
定
で
は
な

い
た
め
事
業
化
で
き
る
か
県
と

調
整
し
た
い
。（
４
）
生
活
に
支

障
が
な
い
様
、安
全
管
理
を
し
っ

か
り
要
望
し
て
い
き
た
い
。

※

道
路
行
政
に
か
か
る
要
請
に

つ
い
て
は
請
願
書
を
、
町
、
町

議
会
、
中
部
土
木
事
務
所
に
提

出
し
て
あ
り
ま
す
。

調
査
に
よ
る
と
、
お
よ
そ

３
人
に
１
人
が
貧
困
な
状

況
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
町
の
貧
困
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

 

福
祉
部
長  

今
年
度
よ
り
２
名

の
貧
困
対
策
支
援
員
を
配
置

し
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の

予
定
と
し
て
、
各
学
校
の
子
供

や
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

実
態
や
意
識
、
家
庭
状
況
や
保

護
者
の
考
え
方
な
ど
の
情
報
を

収
集
整
理
し
、
よ
り
具
体
的
な

実
態
調
査
を
行
い
、
必
要
な
支

援
策
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

海
抜
の
低
い
海
岸
地
域

は
、
津
波
等
に
対
す
る
備

え
は
必
要
不
可
欠
だ
と
思
う
。

兼
久
・
美
咲
・
我
謝
地
域
は
避

難
場
所
へ
の
距
離
が
長
く
、
避

難
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
２
ヵ
所

の
避
難
防
災
セ
ン
タ
ー
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

 

総
務
部
長  

地
域
に
高
い
建
物

が
あ
れ
ば
建
物
管
理
者
と
協
議

を
し
、
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
、

避
難
所
の
確
保
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
に

高
い
建
物
が
な
い
場
合
は
、
必

雇
用
形
態
の
変
化
に
よ

り
、
若
年
層
の
非
正
規
雇

用
の
比
率
が
上
昇
し
、
子
育
て

世
代
の
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
認
可
保
育
園
・
小
規
模
保

育
園
の
増
設
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

 

福
祉
部
長  

待
機
児
童
解
消
に

向
け
た
保
育
の
確
保
、
方
策
に

つ
い
て
は
、
認
可
保
育
園
１
園

の
新
設
、
小
規
模
保
育
事
業
所

３
ヵ
所
の
新
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
小
規
模
保
育
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
１

園
を
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

も
１
園
整
備
す
る
予
定
。
認
可

保
育
園
は
、
平
成
29
年
度
に
１

園
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

要
性
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要

は
あ
る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

M
I
C
E
施
設
設
計
図
を

見
る
と
、
与
那
原
町
に
比

べ
、
西
原
町
が
貧
弱
の
感
が
あ

る
。
県
と
の
話
し
合
い
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

 

建
設
部
長  

平
面
図
等
で
配

置
、
施
設
配
置
図
が
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
施
設
に
求
め
ら

れ
る
機
能
、
規
模
を
視
覚
的
に

表
現
し
た
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ

り
、
決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

M
I
C
E
施
設
に
関
す
る
県
と

本
町
の
調
整
は
、
町
長
が
参
加

し
て
お
り
、
背
後
地
の
土
地
利

用
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
要

請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

問

問

必
要
な
子
育
て
世
帯
へ
の
給
食

費
の
無
料
化
」
を
目
指
し
て
い

く
。
す
べ
て
一
律
に
給
食
費
の

無
料
化
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

 

教
育
部
長  

②
平
成
27
年
度
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
給
食
費
を
完
全
無

料
化
し
た
場
合
、
約
１
億
６
，

０
０
０
万
円
。③
平
成
27
年
度

の
就
学
援
助
に
よ
る
給
食
費
の

援
助
額
は
、
約
３
，
３
０
０
万

円
。④
現
段
階
で
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。　
　
　
　
　

観
光
拠
点
施
設
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
３
月
議
会

に
全
会
一
致
で
可
決
し
た
物
件

補
償
費
等
約
３
億
２
，
２
２
０

万
円
は
繰
越
明
許
費
だ
が
、
県

と
の
調
整
等
で
未
だ
執
行
さ
れ

て
い
な
い
。
事
業
は
、
実
現
可

能
な
の
か
。

 

建
設
部
長  

現
在
、
沖
縄
県
用

地
課
と
土
地
収
用
法
上
の
事
業

認
定
手
続
の
事
前
協
議
を
進
め

て
お
り
、
協
議
が
整
い
次
第
、

事
前
説
明
会
の
開
催
、
来
月
あ

た
り
に
申
請
書
提
出
、
申
請
書

の
公
告
縦
覧
等
を
行
い
、
事
業

町
長
選
挙
の
公
約
で
あ
る

学
校
給
食
費
の
無
料
化
に

つ
い
て
。①
給
食
費
の
無
料
化

を
目
指
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。②
小
中
学
校
を
含
め
て
無

料
化
し
た
場
合
の
試
算
の
総
額

は
。③
就
学
援
助
に
よ
る
給
食

費
の
補
助
総
額
は
。④
そ
も
そ

も
給
食
費
無
料
化
の
補
助
金
は

あ
る
の
か
。

 
町
長  

①
国
保
は
年
３
億
か
ら

４
億
円
の
赤
字
が
出
る
。
こ
こ

数
年
、
一
般
財
源
か
ら
繰
り
入

れ
を
し
て
い
る
状
態
。
当
該
年

度
国
保
赤
字
の
解
消
に
向
け
て

一
般
財
源
か
ら
７
億
円
、
平
成

29
年
度
も
９
億
円
の
繰
り
入

れ
。
そ
う
い
う
厳
し
い
状
況
を

十
分
見
な
が
ら
今
後
、「
真
に

認
可
の
報
告
後
、
来
年
１
月
末

ま
で
に
は
用
地
取
得
物
件
補
償

を
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

産
業
課
の
担
当
事
業
化
に

つ
い
て
。
去
年
11
月
の
定

期
監
査
報
告
書
の
中
で
、「
農

業
関
係
と
商
工
業
・
観
光
関
係

事
業
を
同
一
課
で
担
当
す
る
こ

と
に
合
理
的
理
由
が
見
当
た
ら

ず
、
単
独
の
課
と
す
る
こ
と
」

が
提
案
さ
れ
た
。
検
討
は
さ
れ

た
の
か
。

 

総
務
部
長  

５
月
か
ら
検
討
を

開
始
し
て
お
り
、
現
在
、
議
員

ご
指
摘
の
部
署
以
外
の
組
織
改

編
も
合
わ
せ
て
集
中
的
に
議
論

を
し
、
近
日
中
に
は
結
論
を
ま

と
め
る
予
定
。

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
は
。

 

総
務
部
長  

ご
み
搬
出
量
の
多

い
企
業
を
直
接
訪
問
し
、
減
量

化
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
き

た
結
果
、
事
業
系
の
ご
み
処
理

量
は
、
平
成
24
年
度
の
４
１
８

万
５
，
４
６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
、
平
成
27
年
度
は
３
８
７
万

８
，
５
９
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と

減
少
し
て
い
る
。

問

問

問

問

問問

用
料
の
半
額
で
上
限
５
，
０
０

０
円
の
補
助
を
実
施
す
る
。
次

年
度
以
降
は
、
実
態
調
査
も
踏

ま
え
、
子
ど
も
居
場
所
事
業
や

学
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
へ
の
補
助

を
継
続
す
る
。

実
態
調
査
を
分
析
し
、
必

要
と
す
る
支
援
策
を
提
案

す
る
に
は
、
役
場
内
部
だ
け
の

取
り
組
み
で
は
な
く
、
各
団
体

や
専
門
家
が
参
加
す
る
仕
組
み

が
大
事
で
は
な
い
か
。

 

福
祉
部
長  

内
部
で
あ
る
程
度

の
分
析
を
し
た
う
え
で
専
門
家
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
外
部
の

委
員
を
活
用
し
て
取
り
組
む
。

就
学
援
助
の
増
員
分
４
８

６
万
円
、
西
原
町
の
就
学

援
助
率
は
約
23
％
だ
が
、
沖
縄

県
全
体
の
子
ど
も
の
貧
困
率
が

29
％
。
こ
の
予
算
は
対
象
者
を

拡
大
す
る
目
的
な
の
か
。
ま
た

那
覇
市
が
修
学
旅
行
の
費
目
で

７
〜
８
千
円
の
上
乗
せ
を
す
る

が
、
援
助
費
目
の
ア
ッ
プ
も
考

え
て
い
る
の
か
。

 

教
育
総
務
部
長  

費
目
の
増
額

は
検
討
し
て
い
な
い
。
前
年
度

と
比
較
し
て
の
就
学
援
助
の
伸

び
た
分
を
想
定
し
て
い
る
。

西
原
町
の
就
学
援
助
対
象

者
の
所
得
基
準
が
生
活
保

護
世
帯
の
１
．
１
倍
だ
が
、
う

る
ま
市
で
は
基
準
１
．
２
倍
を

１
．
３
倍
に
引
き
上
げ
、
多
く

子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

実
態
調
査
の
内
容
と
県
基

金
を
活
用
し
た
今
年
度
の
事
業

内
容
は
。
次
年
度
以
降
の
事
業

は
ど
う
な
る
の
か
。

 

福
祉
部
長  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対

象
は
小
学
生
が
約
３
７
０
名
、

中
学
生
が
約
２
８
０
名
の
合
計

約
６
５
０
名
及
び
そ
の
保
護
者

を
予
定
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活

実
態
や
意
識
、
家
庭
状
況
や
保

護
者
の
考
え
方
な
ど
具
体
的
な

実
態
把
握
を
す
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
緊
急
的
に
必
要
な
支
援
策
、

将
来
に
向
け
て
必
要
な
制
度
や

支
援
策
を
明
確
に
し
、
事
業
に

取
り
組
む
。
今
年
度
は
、
就
学

援
助
事
業
の
拡
充
や
非
課
税
世

帯
の
学
童
利
用
者
に
対
し
、
利

の
世
帯
・
児
童
生
徒
が
利
用
で

き
る
よ
う
緩
和
し
て
い
る
。
本

町
で
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

 

教
育
総
務
課
長  

要
望
等
が
あ

れ
ば
、
前
向
き
に
考
え
た
い
。

地
元
新
聞
で
は
「
観
光
協

会
の
設
立
相
次
ぐ
」
と
、

各
市
町
村
の
観
光
へ
の
取
り
組

み
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
琉
球

大
学
に
は
観
光
学
科
も
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
観
光
振

興
基
本
計
画
の
策
定
や
観
光
協

会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
。

 

建
設
部
長  

本
年
度
よ
り
基
礎

調
査
に
着
手
し
、
意
見
交
換
会

な
ど
も
開
催
し
な
が
ら
観
光
基

本
計
画
を
先
に
策
定
し
た
い
。

こ
の
２
〜
３
年
、
前
に
進

ん
で
い
な
い
。
専
門
家
も

含
め
た
準
備
会
の
立
ち
上
げ
が

必
要
だ
。

 

産
業
課
長  

協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
議
論
し
た
い
。

問

問問

問

問

問

問問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

真栄城 哲 議員

「世界の二シハランチュの集い」で歓迎の
踊りを披露する中央公民館フラサークル

幼稚園教諭の職場環境や身分保障を考えなきゃ！

◇世界のニシハランチュ
の集い
◇町陸上競技場整備

◇災害時避難施設の
維持管理
○観光拠点施設は…
どうなる
○幼稚園教諭の職場
環境は

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大城 好弘 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大城 純孝 議員

◇町長が物品、手土産を
持って特定議員を
　個別説得は疑問！！　

◇町長選挙と公約
◇町議会議員補欠選挙

物品・贈答品は受け取りません！

大
会
の
持
ち
方
は
大
変
大

事
な
事
だ
が
、
通
訳
に
関

し
考
え
方
を
お
聞
き
す
る
。

 

生
涯
学
習
課
長  

町
内
案
内
や

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

も
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
す
が
、
出
来
れ
ば

英
語
の
同
時
通
訳
も
今
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

ハ
ワ
イ
州
イ
ゲ
知
事
の
御

参
加
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

 

町
長  

10
月
28
日
の
ニ
シ
ハ
ラ

ン
チ
ュ
の
集
い
に
参
加
さ
れ
る

と
確
認
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

町
陸
上
競
技
場
の
整
備
の

機
能
の
向
上
の
確
認
を
し

た
い
。
た
く
さ
ん
の
交
付
金
を

投
資
し
て
整
備
し
て
き
た
が
、

そ
の
効
果
は
ど
う
な
の
か
。
ま

た
、
最
終
的
に
投
資
し
た
金
額

は
い
く
ら
に
な
っ
た
か
。

 

建
設
部
長  

町
陸
上
競
技
場
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
一
括
交
付

金
を
活
用
し
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
の
３
年
か
け
て
、

陸
上
競
技
場
の
改
修
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
械
・
芝
刈
り
機
等
の

備
品
購
入
、
車
庫
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
３

億
７
７
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
次
に
投
資
効
果
に
つ
い
て

で
す
が
、
ま
ず
機
能
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
部
分

世
界
の
ニ
シ
ハ
ラ
ン
チ
ュ

の
集
い
の
参
加
予
定
の

国
々
は
今
の
と
こ
ろ
何
ヶ
国
と

捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
回

の
催
し
は
従
来
と
変
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
ど
う

い
っ
た
こ
と
か
。

 

教
育
部
長  

現
段
階
で
把
握
し

て
い
る
参
加
予
定
国
は
ブ
ラ
ジ

ル
、
ペ
ル
ー
、
ア
メ
リ
カ
を
含

め
た
６
ヶ
国
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
今
回
従
来
と
変
わ
っ
た
事

は
、
従
来
の
町
内
視
察
や
企
業

訪
問
に
加
え
て
、
そ
の
日
は
町

の
戦
没
者
追
悼
式
の
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
町
の

戦
没
者
追
悼
式
へ
の
御
参
列
を

し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

の
暗
渠
（
ふ
た
や
埋
設
し
た
水

路
）
設
置
に
よ
り
水
は
け
が
格

段
に
向
上
し
て
お
り
、
降
雨
後

も
ほ
と
ん
ど
水
た
ま
り
が
で
き

る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
回
復

が
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
全
天
候
化
に

よ
り
雨
天
時
で
も
レ
ー
ス
等
が

可
能
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
芝

生
の
状
態
が
よ
く
な
っ
た
為
、、

サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
ク
ラ
ブ
を
含

め
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
高
校
生

の
大
会
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
増

え
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
か
ら

２
月
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
の

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
Ｆ
Ｃ
岐
阜

が
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、

ま
た
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

の
北
澤
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
の
開
催
等
、
町
内
の
児
童
、

生
徒
が
プ
ロ
選
手
の
プ
レ
ー
を

直
に
体
験
し
、
教
育
的
効
果
が

大
で
す
。

対
し
て
、
個
別
訪
問
は
、
法
的
に

問
題
な
い
か
、
見
解
を
求
め
る
。

 

町
長　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
政

策
実
現
の
た
め
で
、
特
に
問
題

は
無
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長
が
菓
子
を
議
員
に

持
っ
て
行
か
れ
た
一
人
の

議
員
は
、
こ
れ
は
要
り
ま
せ
ん

と
議
会
事
務
局
に
返
品
を
し
た

事
実
が
あ
る
。
公
費
か
私
費
で

買
わ
れ
た
か
、
法
的
に
問
題
は

な
い
か
。

 

町
長　

特
に
問
題
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

職
務
上
、
物
品
を
持
っ
て

い
く
こ
と
は
問
題
に
な
ら

な
い
、
品
物
は
公
費
か
私
費
か

確
認
し
た
い
。

 

町
長　

お
互
い
が
、
社
会
生
活

の
中
で
許
さ
れ
て
い
る
状
況
、

他
人
の
お
家
を
訪
ね
て
い
く
と

き
、
茶
菓
子
程
度
は
持
っ
て
い

く
、
そ
の
金
額
も
常
識
的
な
範

囲
で
許
さ
れ
る
も
の
で
問
題
は

な
い
。社

会
通
念
上
許
さ
れ
る
範

囲
、
菓
子
の
値
段
は
幾
ら

か
。

 

町
長　

社
会
通
念
上
許
さ
れ
る

限
度
内
で
す
。

正
確
な
値
段
は
本
人
が
一

番
分
か
る
の
で
、
正
確
に

答
え
て
く
だ
さ
い
。

 

町
長　

議
会
事
務
局
に
返
却
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ

去
る
３
月
議
会
、
町
長
の

行
動
、
行
為
に
つ
い
て
。

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光

拠
点
施
設
整
備
事
業
は
論
議
不

十
分
の
た
め
、
議
員
10
名
が
一

部
修
正
予
算
案
を
提
出
し
て
い

る
。
町
長
は
執
行
に
支
障
が
出

る
と
の
こ
と
で
個
々
の
議
員
を

説
得
、
一
人
の
議
員
は
町
長
の

説
得
に
応
じ
、
本
会
議
で
は
９

対
９
の
可
否
同
数
で
議
長
裁
決

で
一
部
修
正
予
算
案
は
否
決
さ

れ
、
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

①
何
名
の
議
員
に
説
得
を
行
っ

た
の
か
。②
訪
問
時
に
、
手
土
産

菓
子
を
持
っ
て
い
た
確
認
さ
れ

て
い
る
。
菓
子
の
内
容
、
価
格

等
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。③
議

会
が
修
正
動
議
案
し
た
も
の
に

れ
を
ご
覧
に
な
れ
ば
分
か
る
と

思
い
ま
す
。

町
長
は
答
え
る
必
要
が
な

い
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
公
費
の
場
合
、
重
大
な
問

題
だ
。
町
長
は
行
政
の
責
任
者

だ
。
こ
の
費
用
が
５
百
円
で

あ
っ
て
も
千
円
で
あ
っ
て
も
、

公
費
か
私
費
か
答
え
て
く
だ
さ

い
。

 

町
長　

私
費
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

公
職
上
、
私
費
で
あ
っ
て

も
個
人
的
問
題
に
介
入
す

る
べ 

き
で
は
な
い
。
町
長
は
職

権
上
、
必
要
な
予
算
は
再
議
、

臨
時
議
会
等
で
予
算
対
応
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

町
長　

判
断
は
個
々
の
議
員
個

人
で
あ
り
ま
す
。
不
足
し
た
点

に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
て
い

く
、
こ
れ
も
政
策
実
現
の
一
環

と
思
い
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

あ
ん
き
ょ

贈答品物 品

問

問問 問

議
を
進
め
な
が
ら
、
う
ま
く
い

か
な
け
れ
ば
別
の
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
施
設
建
設

に
つ
い
て
、
平
園
地
域
に

建
設
す
る
根
拠
は
何
か
。

 

生
活
環
境
安
全
課
長  

小
波
津

川
改
修
工
事
に
時
間
を
要
す
る

事
が
一
番
。
本
来
の
目
的
は
自

主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
と
育

成
拠
点
施
設
と
い
う
事
で
考
え

て
い
ま
す
。

仮
に
平
園
区
が
指
定
管
理

す
る
場
合
、
維
持
管
理
費

の
負
担
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

生
活
環
境
安
全
課
長  

平
園
区

が
運
営
主
体
に
な
っ
た
時
に

は
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
協
議

し
ま
す
。

う
る
ま
市
の
同
様
施
設
の

レ
ス
ト
ラ
ン
部
分
に
つ
い

て
一
括
交
付
金
の
使
途
に
問
題

が
あ
る
と
指
摘
を
受
け
た
。
本

町
も
同
様
の
指
摘
を
受
け
た
か
。

 

総
務
部
長  

７
月
末
の
県
の
定

期
執
行
調
査
で
、
う
る
ま
市
の

類
似
施
設
が
レ
ス
ト
ラ
ン
の
様

な
収
益
施
設
は
交
付
対
象
外
と

さ
れ
、
本
町
施
設
に
お
い
て
も

同
様
な
見
解
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

町
長
も
新
た
な
財
源
と
し

て
前
向
き
に
進
め
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か

け
、
納
税
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ

ン
ス
の
時
期
。
未
だ
に
事
業
主

体
や
方
式
が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
は
遅
す
ぎ
る
。
提
案
し
た
頃

は
県
内
に
は
競
争
相
手
が
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。
現
在
は
多

く
の
市
町
村
に
、
取
り
残
さ
れ

て
い
る
事
を
ど
う
考
え
る
か
。

 

町
長  
こ
の
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
議
員
か
ら
再
三
ご
提

言
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事
務

局
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
指

摘
の
と
お
り
、
ち
ょ
っ
と
取
り

組
み
が
弱
い
の
か
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
す
。
商
工
会
と
の
協

幼
稚
園
教
諭
と
一
般
職
員

の
年
休
平
均
取
得
時
間
と

最
大
・
最
小
取
得
時
間
を
伺
う
。

 

教
育
部
長  

昨
年
度
の
年
休
平

均
取
得
時
間
は
幼
稚
園
教
諭
が

53
時
間
、
一
般
職
員
が
89
時
間
。

最
大
最
小
取
得
時
間
は
、
幼
稚

園
教
諭
が
最
大
１
３
６
時
間
、

最
小
９
時
間
、
一
般
職
員
が
最

大
１
８
４
時
間
、
最
小
15
時
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
子
育
て
問
題
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、

こ
の
様
な
勤
務
体
制
で
、
し
っ

か
り
と
子
育
て
し
や
す
い
職
場

な
の
か
心
配
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
勤
務
体
制
に
つ
い
て
要
望

は
な
か
っ
た
の
か
。

 

教
育
総
務
課
長  

ク
ラ
ス
数
に

対
し
て
正
職
員
が
57
％
ほ
ど
し

か
い
ま
せ
ん
の
で
、
正
職
員
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

等
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問

問問問

問問

問

問問問 問

開
発
な
の
か
、
小
那
覇
、
兼
久
、

我
謝
地
域
の
開
発
な
の
か
。

 

町
長  

昨
年
10
月
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
後

背
地
の
土
地
利
用
の
見
直
し
、

経
済
、
地
域
の
振
興
の
発
展
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
地

権
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
県
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
で
検
討
し
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
し
っ
か
り
計
画
を
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
議
の
補
選
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
今
回
は
現
職
の

自
治
会
長
、
農
業
委
員
会
の
会

長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
い
う
肩
書

で
町
行
政
機
関
の
内
外
の
長
が

立
候
補
と
な
っ
た
が
、
選
管
と

し
て
ど
う
思
う
の
か
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

今
回
の
町
議
の
補
欠
選
挙
は
３

名
の
立
候
補
に
つ
い
て
公
職
選

挙
法
上
問
題
な
い
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
て
立
候
補
の
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
。

公
職
選
挙
法
上
は
問
題
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

道
義
的
な
問
題
と
し
て
は
、
や

は
り
い
っ
た
ん
辞
任
を
し
て
立

候
補
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
件

に
つ
い
て
選
管
と
し
て
話
を
し

た
の
か
。

今
回
の
町
長
選
挙
は
投
票

率
５
０
．
３
％
と
低
い
投

票
率
で
反
省
点
が
あ
る
と
思

う
。
そ
こ
で
、
町
長
の
４
年
間

の
公
約
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
の
中
で
給
食
費
の
無
料

化
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
財
政

的
に
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長  

こ
れ
は
き
ち
ん
と
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
原
則
と
し
て
受
益
者

負
担
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。
子

育
て
環
境
の
整
備
上
、
ど
う
し

て
も
無
料
化
の
検
討
は
避
け
ら

れ
ず
、
財
政
状
況
を
み
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
で
周
辺
整
備
大

規
模
開
発
と
あ
る
が
、
周
辺
の

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

要
件
を
満
た
せ
ば
と
い
う
こ
と

な
の
で
道
義
的
な
話
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
選
後
に
つ
い
て
は
議
会

が
優
先
な
の
か
、
内
部
の

職
務
が
優
先
な
の
か
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

公
務
上
の
支
障
が
あ
る
の
か
は

本
人
が
判
断
す
べ
き
で
、
ひ
い

て
は
組
織
で
議
論
す
べ
き
だ
と

お
思
い
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備
の
件
で

す
が
、
兼
久
、
東
崎
線
の

進
捗
と
国
道
か
ら
西
原
小
学
校

ま
で
の
道
路
整
備
は
。

 

建
設
部
長  

町
道
東
崎
兼
久
線

の
用
地
補
償
は
７
６
．
６
％
で

63
筆
の
う
ち
47
筆
が
契
約
済
み

で
建
物
補
償
等
は
残
り
９
件
が

継
続
交
渉
中
で
す
。
西
原
小
学

校
入
口
ま
で
は
用
地
２
筆
、
建

物
は
８
件
が
契
約
済
み
で
す
。

問問

問問

問問

問問

前里 光信 議員

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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大城 誠一 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喜納 昌盛 議員

◇待機児童ゼロ対策
◇子どもの貧困対策
◇新３学期制への移行
◇有機農産物の里づくり

◇町長選挙

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇病気休職…多忙化が
原因か。労基法に基
づく教職員の出退時
間の把握は大事。

◇自治会の加入率
◇東小建て替え問題
◇集水槽の善処を
◇ＮＳ2ＢＰ

儀間 信子 議員

与儀 清 議員

休
み
期
間
中
の
居
場
所
づ
く
り

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

県
子
ど
も
の
貧
困
推
進
基
金
を

活
用
し
、
就
学
援
助
の
拡
充
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
拡

大
、
低
所
得
者
へ
の
放
課
後
学

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
補
助
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

夏
休
み
期
間
中
に
実
施
し

た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

 

福
祉
部
長  
夏
休
み
の
期
間
に

約
20
名
を
対
象
に
、
夏
休
み
の

宿
題
の
手
伝
い
や
調
理
実
習
、

工
作
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
新
３
学
期
制
に

お
い
て
は
、
２
学
期
制
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
授
業
時
数
の

確
保
は
可
能
と
な
る
事
、
児
童

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
に

は
短
い
ス
パ
ン
で
の
指
導
評
価

を
行
っ
た
ほ
う
が
効
果
的
で
あ

る
等
の
観
点
か
ら
、
新
３
学
期

制
へ
の
移
行
を
提
案
し
て
き

た
。
そ
こ
で
２
学
期
制
導
入
時

点
の
主
な
ね
ら
い
は
。

 

教
育
部
長  

１
学
期
を
長
期
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
と
教
職
員
に
時
間
的
・
精

神
的
に
ゆ
と
り
を
生
み
出
し
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
時
間

を
多
く
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、
学

校
生
活
や
学
校
行
事
に
生
か
し

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

 

福
祉
部
長  

今
年
度
は
、
小
規

模
保
育
園
（
定
員
19
名
）
１
園

の
増
設
と
愛
和
保
育
園
の
建
替

え
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
（
定

員
30
名
増
の
予
定
）。
ま
た
、

平
成
29
年
度
に
認
可
保
育
園
１

園
の
増
設
、
31
年
度
ま
で
に
小

規
模
保
育
園
を
１
園
増
設
予
定

で
す
。子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

 

福
祉
部
長  

今
年
度
は
、
貧
困

対
策
支
援
員
２
名
を
配
置
し
、

関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
や

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
手
続
き

の
調
整
を
し
ま
す
。
ま
た
、
緊

急
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
夏

て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

２
学
期
制
は
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
か
。

 

教
育
部
長  

課
題
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
や
全
教
職
員
を
対

象
に
７
月
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
検
証
、

確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

本
町
に
は
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
農
家
や
有
機

農
業
農
家
が
多
数
い
る
。
有
機

の
里
づ
く
り
を
図
っ
て
は
。

 

産
業
課
長  

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

有
機
農
法
に
つ
い
て
は
、
町
の

営
農
指
導
員
を
交
え
て
、
特
に

Ｊ
Ａ
の
青
壮
年
部
と
の
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
供
給
を
行

い
、
消
費
者
に
消
費
し
て
も
ら

う
と
い
う
の
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

る
。
過
去
の
調
査
で
も
１
ヶ
月

の
超
過
勤
務
は
平
均
で
90
時
間

に
の
ぼ
り
、
労
働
基
準
法
に
よ

る
過
労
死
直
前
の
水
準
に
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
、
慢
性
的
な

超
過
勤
務
、
休
憩
時
間
の
取
れ

な
い
連
続
労
働
、
家
庭
へ
の
書

類
の
持
ち
帰
り
仕
事
の
増
大
な

ど
な
ど
。
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
き
、
学
校
に
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
を
設
置
し
、
き
ち
ん

と
機
能
さ
せ
る
べ
き
だ
。
こ
の

状
況
は
沖
縄
県
の
教
育
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
痛
手
と
言
わ

れ
て
い
る
。
本
町
の
状
況
は
ど

う
か
。

 

教
育
部
長  

現
在
７
人
の
申
請

が
あ
り
、
内
３
人
が
精
神
疾
患

に
よ
る
申
請
で
あ
る
。

要
因
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
か
。

 

教
育
総
務
課
長  

教
員
の
多
忙

化
と
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
子
供
の
家
庭
環
境
が

複
雑
化
し
て
い
る
中
、
子
供
や

保
護
者
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
と
言
わ
れ
、
ま
た
職
場
で
の

対
人
関
係
や
高
い
倫
理
観
が
求

め
ら
れ
る
な
ど
、
職
務
の
特
殊

性
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。教

育
委
員
会
と
し
て
の
対

応
は
。

 

教
育
部
長  

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
、
集
約
し
て
調
査
、

こ
こ
数
年
、
沖
縄
県
教
職

員
の
病
気
休
職
者
の
増
加

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
文
部

科
学
省
学
校
基
本
調
査
２
０
１

４
年
度
で
、
病
気
休
職
者
は
４

２
０
人
に
の
ぼ
り
、
発
生
率
か

ら
み
る
と
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
り
、
ワ
ー
ス
ト
１
の
最
悪

記
録
を
更
新
し
続
け
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
精
神
疾

患
は
病
休
の
４
割
に
な
り
、
こ

れ
は
教
育
現
場
、
子
供
た
ち
に

も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
因

は
複
合
的
・
多
様
的
で
、
い
ろ

い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校

現
場
の
多
忙
化
が
主
た
る
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。
私
も
そ
う
思
っ
て
い

分
析
に
入
り
ま
す
。
提
出
物
、

研
修
会
、
会
議
等
の
負
担
の
軽

減
を
す
べ
く
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

残
業
の
状
況
把
握
は
。
タ

イ
ム
カ
ー
ド
は
。

 

教
育
総
務
課
主
幹  

校
長
、
管

理
職
が
管
理
す
べ
き
。
タ
イ
ム

カ
ー
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
基
準
法
に
基
づ
く
出

退
時
間
の
把
握
は
と
て
も

大
事
。
職
場
環
境
も
含
め
、
教

員
が
働
き
や
す
い
場
を
つ
く
る

の
は
校
長
の
役
目
。
そ
の
こ
と

が
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

い
い
子
が
育
つ
要
素
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

 

教
育
長  

精
神
疾
患
の
増
加
に

つ
い
て
は
大
き
な
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
過
重
負
担
の
軽
減
を

す
べ
く
、
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
を
活
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

９
月
11
日
施
行
の
西
原
町

長
選
挙
、
投
票
率
が
50
．

03
％
だ
っ
た
。
ど
う
捉
え
る
か
。

 

町
長　

８
年
前
の
選
挙
に
比

べ
14
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
。
18
歳

か
ら
の
初
め
て
の
町
長
選
で
の

選
考
で
あ
っ
た
だ
け
に
非
常
に

残
念
な
思
い
で
す
。

政
策
で
戦
お
う
と
の
事
で

始
ま
っ
た
選
挙
だ
と
理
解

し
て
き
た
。
そ
の
実
態
を
ど
う

思
う
か
。

 

町
長　

政
策
で
も
大
き
な
相

違
が
見
出
し
得
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
後
半

に
誹
謗
中
傷
等
の
怪
文
書
も
出

て
、
こ
の
事
が
有
権
者
に
ど
う

取
ら
れ
て
、
冷
め
た
目
で
見
ら

れ
た
一
面
も
有
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。給

食
費
の
無
料
化
に
関
し

て
町
長
の
最
初
の
公
約
に

は
無
い
が
、
相
手
候
補
は
前
面

に
出
し
て
き
た
。
争
点
ぼ
か
し

で
は
。
本
当
に
目
に
見
え
る
、

は
っ
き
り
分
か
る
政
策
は
、
政

治
決
断
だ
と
思
う
が
。

 

町
長　

選
挙
戦
を
通
し
て
新
し

い
政
策
の
提
案
が
出
さ
れ
て
き

た
所
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
か
ら
ど
こ
の
自
治
体
で
も
取

組
み
が
出
来
な
い
。
今
後
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
行

政
は
一
面
的
で
な
く
、
税
の
使

い
方
、
公
平
性
の
問
題
に
も
係

る
と
思
い
ま
す
。

町
長
が
言
う
よ
う
に
、
今

回
の
選
挙
、
誹
謗
中
傷
の

怪
文
書
が
出
回
っ
た
と
い
う
事

だ
が
、
町
長
が
理
解
し
て
い
る

誹
謗
中
傷
ビ
ラ
は
何
々
が
有
っ

た
の
か
。

 

町
長　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

選
挙
で
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
で
い

ろ
ん
な
事
が
起
き
て
く
る
。
こ

の
事
に
つ
い
て
、
と
や
か
く
申

し
上
げ
る
必
要
は
無
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

実
は
、
私
の
ほ
う
に
町
民

か
ら
色
々
な
ビ
ラ
が
寄
せ

ら
れ
、
本
当
な
の
か
と
聞
か
れ

て
も
答
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は

そ
の
当
事
者
、
町
長
に
絡
む
ビ

ラ
で
あ
り
、
長
た
る
者
が
町
民

が
不
信
を
持
っ
た
場
合
は
本
来

答
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

私
も
選
挙
妨
害
で
告
発
さ
れ

た
と
言
う
文
書
が
出
回
っ
た
。

こ
れ
は
違
法
ビ
ラ
で
、
そ
れ
が

選
挙
に
利
用
さ
れ
た
。
有
り
も

し
な
い
告
発
文
、
有
り
え
な
い

告
発
文
が
さ
も
告
発
し
た
様
に

出
回
り
、
こ
れ
こ
そ
名
誉
棄
損

で
あ
り
侮
辱
罪
だ
。
一
公
人
と

し
て
多
く
の
町
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
資
料
や
情
報
を
公
の
場
で

正
す
、
問
う
こ
と
は
、
私
の
義

務
で
あ
る
。
私
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
、
こ
れ
に
対
す
る
対
抗
手

段
は
当
然
取
る
。

　

町
長
の
後
援
会
会
長
名
で
出

さ
れ
、
こ
れ
こ
そ
本
当
の
選
挙

妨
害
で
あ
り
、
選
挙
を
歪
め
た

大
き
な
結
果
で
絶
対
許
さ
な

い
。
町
長
の
姿
勢
と
絡
め
、
今

後
も
そ
の
方
向
で
町
政
を
見
つ

め
て
行
く
。

投
票
箱

あ
い  

わ

問問

問問

問

問

問

問問

問

問 問

開
校
当
時
の
校
舎
が
築
36
年
に

な
り
、
建
て
替
え
を
検
討
す
る

時
期
に
来
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
年
度
は
校
舎
の
体
力

度
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
建
て
替

え
時
期
を
含
め
、
検
討
し
た
い
。

建
て
替
え
る
こ
ろ
に
は
築

40
年
を
超
え
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
と
き
に
は
幼
稚
園

は
認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
学
童
、
児
童
館

の
建
設
は
。

 

教
育
総
務
課
長  

幼
稚
園
の
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
と
か
、

学
童
保
育
の
学
校
内
へ
の
設
置

と
か
、
そ
う
い
っ
た
面
も
検
討

し
て
、
財
政
的
な
問
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
総
合
的
に
こ
れ
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

字
津
花
波
の
農
地
改
良
地

内
の
水
路
の
「
集
水
槽
」

が
土
砂
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
善
処
で
き
る
か
。

 

建
設
部
長  

現
場
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
一
部
に
土
砂
が
た

ま
っ
て
排
水
機
能
を
阻
害
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
11
月
以
降
の

清
掃
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｎ
S2
Ｂ
Ｐ
は
町
の
活
性
化

を
目
的
に
、
複
数
の
班
に

分
か
れ
て
観
光
マ
ッ
プ
づ
く
り

や
町
の
特
産
物
の
開
発
、
地
元

企
業
の
商
品
を
県
外
で
販
売
活

防
災
・
防
犯
の
観
点
か
ら

も
自
治
会
へ
の
加
入
は
不

可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
本
町

の
自
治
会
加
入
率
は
。
ま
た
、

自
治
会
加
入
の
促
進
方
法
は
。

 

総
務
部
長  

平
成
25
年
12
月
時

点
で
本
町
の
自
治
会
加
入
率
は

４
２
．
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

町
民
へ
の
周
知
と
し
て
は
、
広

報
に
し
は
ら
に
て
毎
年
各
自
治

会
長
の
顔
写
真
や
自
治
会
事
務

所
所
在
地
、
電
話
番
号
な
ど
を

掲
載
し
て
、
連
絡
先
の
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

西
原
東
小
学
校
の
新
校
舎

建
て
替
え
問
題
に
つ
い

て
。
計
画
、
青
写
真
な
ど
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
伺
い
た
い
。

 

教
育
部
長  

西
原
東
小
学
校
は

動
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
町
民
の
方
々
に
よ
る

と
、
町
の
特
徴
が
薄
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
何
か
有
望
な
も
の

は
あ
る
か
。

 

産
業
課
長  
特
産
品
の
特
徴
的

な
も
の
が
も
の
が
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
高
校
生
も
今
企
業

訪
問
と
か
が
多
く
な
っ
て
、
よ

り
よ
い
特
産
品
が
な
い
か
ど
う

か
。
こ
の
特
産
品
を
開
発
す
る

に
つ
れ
て
、
素
材
が
あ
る
の
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
、
高
校
生

自
ら
こ
の
辺
を
探
し
な
が
ら
、

今
、
石
鹸
づ
く
り
と
か
あ
る
い

は
シ
マ
ナ
ー
を
使
っ
た
企
業
と

コ
ラ
ボ
し
て
、
パ
ン
と
か
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
こ

と
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
ピ
ー

ア
ー
ル
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

問問 問

問問 問問

ＮＳ2ＢＰによる那覇空港でのＰＲ活動

愛和保育園新園舎模型教職員の出退時間の把握にタイムカードの導入を

問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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伊計 裕子 議員
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

屋比久 満 議員

◇社会保障
◇子どもの貧困対策

◇地域懇談会の要望
◇イルカ公園の補修
◇南西石油の問題

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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◇空手競技用マット

◇シルバー人材セン
ターの事務所移転

長浜 ひろみ 議員

平良 正行 議員

沖
縄
担
当
大
臣
の
来
沖
に
よ
る

県
内
各
地
域
の
首
長
や
議
会
議

長
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
も
、

沖
縄
戦
の
影
響
に
よ
る
県
内
市

町
村
の
財
政
が
悪
化
し
て
い
る

問
題
へ
の
対
応
を
求
め
て
お

り
、
さ
ら
に
翌
日
、
首
相
官
邸

で
の
菅
官
房
長
官
面
談
や
厚
労

省
へ
の
要
請
時
に
は
、
翁
長
知

事
と
と
も
に
町
村
会
の
副
会
長

が
同
行
し
、
沖
縄
戦
の
影
響
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
県
内
自
治

体
の
国
保
財
政
の
赤
字
補
て
ん

な
ど
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
前

期
高
齢
者
問
題
に
関
し
て
は
、

今
後
も
粘
り
強
い
要
請
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
１
）
就
学
援
助
制
度
。

入
学
・
始
業
前
に
支
給
で

き
る
よ
う
に
改
定
す
る
こ
と
は

可
能
か
ど
う
か
伺
う
。（
２
）

子
ど
も
医
療
費
の
現
物
支
給
に

よ
る
窓
口
払
い
な
し
は
い
か
が

か
。（
３
）
支
援
員
の
待
遇
に

つ
い
て
伺
う
。

 

教
育
部
長  

（
１
）
就
学
援
助

制
度
の
支
給
認
定
を
す
る
に

は
、
前
年
度
の
所
得
課
税
状
況

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
確
認
が
６
月
以
降
と

な
る
た
め
、
現
段
階
で
入
学
・

始
業
時
に
支
給
す
る
の
は
厳
し

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

福
祉
部
長  

（
２
）
子
ど
も
の

医
療
費
の
現
物
給
付
に
つ
い
て

（
１
）
生
活
保
護
受
給
対

象
者
の
車
保
持
を
国
や
県

に
要
請
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が

そ
の
後
に
つ
い
て
伺
う
。（
２
）

翁
長
知
事
が
鶴
保
大
臣
へ
の
要

望
書
の
中
で
、
国
保
事
業
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
も
要
望
し

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
町
村

会
首
長
な
ど
で
の
後
押
し
を
検

討
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
伺

う
。

 

福
祉
部
長  

（
１
）
生
活
保
護

の
車
保
持
に
つ
い
て
南
部
福
祉

事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
特
例
の
場
合
を
除
き
、
ま

だ
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
今

後
引
き
続
き
要
請
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

町
長  

（
２
）
８
月
９
日
鶴
保

は
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
支

出
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
本
町
に
お
い
て
は
国
保
財

政
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
の
で
、
制
度
の
導
入
は

厳
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
現
在
国
に
対
し
て
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
と
国
保
財

政
の
改
善
は
分
け
て
議
論
す
べ

き
と
の
声
が
高
ま
り
、
厚
労
省

は
現
物
給
付
に
対
す
る
国
庫
支

出
金
減
額
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

緩
め
る
方
向
で
検
討
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
財
源
確
保
の

課
題
等
が
解
決
で
き
れ
ば
、
現

物
給
付
の
検
討
が
可
能
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。（
３
）
西
原

町
の
貧
困
調
査
及
び
支
援
員
と

し
て
２
名
の
嘱
託
員
を
採
用
し

て
お
り
ま
す
が
、
西
原
町
の
嘱

託
員
設
置
規
定
に
よ
る
処
遇

で
、
報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
月

額
18
万
円
で
あ
り
ま
す
。

覇
市
や
豊
見
城
市
、
嘉
手
納
町

な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
は
、
西
原
中
学
校
で
中
頭
郡

空
手
道
大
会
に
て
、
男
子
団
体

組
手
優
勝
、
女
子
団
体
３
位
と

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。

こ
の
生
徒
ら
は
今
後
、
高
校
へ

進
学
し
た
際
に
は
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大

事
な
目
標
に
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

今
回
の
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
も
久
高
島
出
身
の
重
量
挙
げ

の
選
手
が
出
て
、
大
い
に
県
内

を
沸
か
せ
た
。
ま
た
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
県
内
の
お
二
人

の
選
手
が
参
加
し
感
動
を
与
え

て
い
る
。
豊
見
城
市
民
体
育
館

で
は
、
空
手
競
技
用
マ
ッ
ト
４

面
分
を
購
入
し
て
い
る
そ
う

だ
。
今
後
の
青
少
年
の
育
成
や

沖
縄
の
文
化
継
承
に
役
立
つ
と

思
う
。

　

近
年
、
震
災
時
の
各
自
治
体

で
の
対
応
に
関
心
が
も
た
れ
て

い
る
が
、
こ
の
空
手
競
技
用

マ
ッ
ト
が
体
育
館
で
使
用
さ

れ
、
被
災
し
た
住
民
の
保
温
の

た
め
、
広
範
囲
に
敷
き
詰
め
る

こ
と
に
よ
り
避
難
を
し
た
住
民

が
か
な
り
生
活
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
話
し
も
あ
る
そ

う
だ
。

 

教
育
部
長  

空
手
競
技
用
マ
ッ

ト
購
入
に
つ
い
て
は
、
一
括
交

２
０
２
０
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
正
式
に
競

技
種
目
に
加
え
ら
れ
る
予
定
で

あ
り
、
空
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
種
目
に
な
っ
た
ら
、
今

後
さ
ら
に
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
、

世
界
で
の
空
手
競
技
人
口
は
６

千
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

空
手
は
ど
こ
の
国
へ
行
っ
て

も
「
カ
ラ
テ
」
で
通
用
す
る
ほ

ど
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て

お
り
、
中
学
校
や
高
校
、
一
般

の
空
手
競
技
に
は
、
空
手
競
技

用
マ
ッ
ト
が
安
全
面
を
考
慮
し

て
、
ぜ
ひ
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
沖
縄
県
で
の
大
会

や
開
催
場
所
は
、
そ
の
競
技
用

マ
ッ
ト
の
あ
る
地
域
で
あ
る
那

付
金
で
の
活
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
御
存
じ
の
よ
う
に
一
括

交
付
金
の
活
用
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
活
用
方
法
や
使
用
頻

度
、
そ
の
多
費
用
対
効
果
等
、

十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ

り
、
空
手
道
関
係
者
を
は
じ
め
、

学
校
関
係
者
、
青
少
年
健
全
育

成
関
係
者
と
の
調
整
、
共
通
認

識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
、
協
力

体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
不
可
欠

で
、
そ
の
た
め
、
昨
年
９
月
１

日
に
空
手
関
係
者
の
代
表
者
に

対
し
て
、
内
容
説
明
を
行
い
、

資
料
を
お
渡
し
し
て
、
空
手
関

係
者
の
意
見
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

建
設
部
長  

美
咲
自
治
会
の
側

溝
の
蓋
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

に
よ
る
立
て
付
け
が
原
因
で
あ

り
ま
す
の
で
、
蓋
の
取
り
換
え

工
事
を
10
月
中
旬
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ル
カ
公
園
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
遊
具
の
修
理
予

定
は
、
い
つ
頃
か
伺
う
。
ま
た
、

西
原
タ
ッ
チ
ュ
ウ
の
頂
上
の
転

落
防
止
柵
の
未
整
備
箇
所
や
公

園
内
の
植
木
が
枯
れ
支
柱
が
抜

け
た
個
所
に
穴
が
開
い
て
危
険

で
あ
り
補
修
の
予
定
を
伺
う
。

 

建
設
部
長  

イ
ル
カ
公
園
に
あ

る
の
遊
具
の
耐
用
年
数
に
よ
る

ワ
イ
ヤ
ー
の
破
損
に
気
づ
い
た

の
が
７
月
31
日
で
あ
り
、
８
月

１
日
に
は
業
者
に
見
積
も
り
を

依
頼
し
納
品
が
９
月
に
な
り
、

９
月
17
日
に
修
理
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
転
落
防
止
柵
に
つ

い
て
も
９
月
14
日
に
ト
ラ
ロ
ー

プ
で
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。
当
初
西
原
タ
ッ
チ
ュ
ウ
は

遠
見
台
兼
滑
り
台
と
す
る
計
画

も
あ
り
ま
し
た
が
、
斜
面
勾
配

が
き
つ
く
危
険
性
が
あ
り
、
頂

上
の
入
り
口
を
現
在
の
擬
木
柵

に
し
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

樹
木
を
植
え
る
と
き
に
、
風
対

策
と
し
て
支
柱
の
添
え
木
を
設

置
し
、
幹
が
揺
れ
な
い
よ
う
に

地
域
懇
談
会
に
お
け
る
各

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
つ

い
て
い
つ
頃
か
ら
対
応
す
る
の

か
伺
う
。

 

総
務
部
長  

今
回
の
地
域
懇
談

会
で
は
32
行
政
区
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
多
く
の
意
見
、
要
望
等
に

つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
案
件
も
あ
れ

ば
、
予
算
が
伴
う
案
件
、
ま
た

時
間
を
要
す
る
案
件
、
検
討
を

要
す
る
案
件
や
優
先
度
・
緊
急

度
等
に
分
け
ら
れ
、
一
概
に
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
か

ら
す
べ
て
対
応
す
る
か
と
い
う

こ
と
は
具
体
的
に
言
え
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
個
別
に
地
域
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
要
望
に
応

固
定
し
て
お
り
ま
し
た
。
添
え

木
が
腐
食
し
、
樹
木
周
辺
に
空

洞
の
穴
が
開
い
て
い
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
空
洞
カ
所
を
調
査

し
９
月
14
日
に
砂
を
入
れ
て
対

策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

南
西
石
油
の
就
労
支
援
等

に
つ
い
て
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ

ス
社
と
本
町
と
進
展
は
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

 

建
設
部
長  

現
在
、
従
業
員
の

退
職
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
労
働
組
合
と
交
渉
を
週
１

回
程
度
継
続
し
て
お
り
、
新
会

社
へ
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
10
月
中

旬
に
売
買
契
約
が
完
了
し
、
マ

ス
コ
ミ
に
報
道
を
通
じ
て
は
発

表
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
と
の

情
報
を
得
て
お
り
ま
す
。

問

問

問

問

の
要
請
と
し
て
、
一
時
的
に
町

の
既
存
施
設
に
移
転
で
き
る
よ

う
お
願
い
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

建
設
部
長  

ご
指
摘
の
と
お

り
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
所
は
築
23
年
余
が
経

過
し
、
そ
の
劣
化
状
況
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
町
施
設
へ
の
一
時
的
な

移
転
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
町

施
設
の
利
用
状
況
で
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
を

移
転
で
き
る
余
裕
の
あ
る
施
設

は
な
く
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。
台
風
な
ど
の
被
害
・
不
安

が
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

セ
ン
タ
ー
事
務
所
移
転
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

台
風
が
大
型
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の

台
風
被
害
が
心
配
だ
と
思
う
。

既
存
施
設
で
中
央
公
民
館
が
あ

る
が
、
そ
こ
を
使
う
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

 

産
業
課
長  

町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
老
朽
化
に

つ
い
て
は
以
前
か
ら
ご
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
私
ど
も
が
要
請
を
受
け
ま

し
て
、
中
央
公
民
館
２
階
の
元

図
書
室
を
使
え
な
い
か
、
調
整

平
成
28
年
７
月
26
日
に
、

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
理
事
長
以
下
が
町
長
を

訪
れ
、「
平
成
28
年
度
公
益
社

団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
定
期
総
会
決

議
に
係
る
要
請
行
動
」
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
同
セ
ン

タ
ー
事
務
所
は
、
平
成
19
年
７

月
に
台
風
で
大
き
な
被
害
を
受

け
、
応
急
処
置
の
後
、
平
成
22

年
７
月
に
町
か
ら
の
補
助
金
に

よ
り
、
補
強
・
復
旧
工
事
を
行

い
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
耐

用
年
数
も
過
ぎ
、
大
型
台
風
が

来
た
ら
ど
う
な
る
の
か
心
配
が

絶
え
な
い
と
の
こ
と
だ
。
そ
の

要
請
行
動
の
と
き
に
、
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
独
自

を
し
た
の
で
す
が
、
サ
ー
ク
ル

活
動
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
一
時
移
転
に
伴
い
常
時

使
用
す
る
の
は
不
可
能
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
町
も
今
後
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
２
階
が
利
用

で
き
な
い
か
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
の
か
。

 

産
業
課
長  

再
度
、
教
育
委
員

会
と
も
詰
め
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。台

風
で
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
ら
大
変
な
の
で
、

早
め
に
検
討
し
て
結
果
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

問

問問

問

老朽化した町シルバー人材センター事務所

空手用競技マット 県知事から沖縄担当相への要望書の写し

ワイヤー破損のため使用禁止となった遊具

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

ふ
た
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宮里 洋史 議員

◇上間町長選挙公約
◇農水産物流通・加工・
観光拠点施設が一部
頓挫か？

◇道路行政（桃原）
◇観光協会早期設立を
◇これからの一括交付金
◇教育行政・給食政策

報　　告
事件番号 内　　　　　容

報告第 7号 平成 27年度 沖縄県町村土地開発公社 事業報告及び決算報告について

報告第 8号 平成 27年度 放棄した債権の報告について

報告第 9号 西原町教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について

■歳入歳出予算の総額にそれぞれ2億9,143万8千円追加し、総額歳入歳出をそれぞれ132億1,746万3千円とする

■歳入歳出予算の総額にそれぞれ8,320万3千円追加し、総額歳入歳出をそれぞれ69億8,078万円とする

■歳入歳出予算の総額にそれぞれ484万3千円追加し、総額歳入歳出をそれぞれ2億3,304万1千円とする

■歳入歳出予算の総額からそれぞれ595万8千円を減額し、総額歳入歳出をそれぞれ22億2,685万4千円とする

※総額に変動はなし。財源上、予備費から充当。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
現
在

浦
西
駅
ま
で
延
長
さ
れ
た

が
、
西
原
町
延
伸
を
提
案
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
与
那
原
町
、
南

風
原
町
、
那
覇
市
を
通
る
円
を

描
く
形
で
始
点
、
終
点
と
も
那

覇
空
港
と
提
案
し
た
い
。

 
町
長  

現
時
点
で
、
隣
接
の
自

治
体
で
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
導

入
等
の
問
題
も
あ
り
、
浦
西
駅

か
ら
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
延
伸

を
考
え
て
い
る
。

幸
地
イ
ン
タ
ー
、
浦
西
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
町
長
の
見
解
と
平
成
２

９
、
３
０
年
度
に
か
け
て
実
施

計
画
、
事
業
計
画
書
を
策
定
し
、

平
成
３
０
年
度
に
組
合
設
立
認

可
申
請
し
、
土
地
所
有
者
の
１

０
０
％
の
同
意
を
得
る
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

 

町
長  

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
着
実
に

都
市
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
。

 

都
市
整
備
課
主
幹  

平
成
29
年
、

30
年
度
に
か
け
て
１
０
０
％
の

同
意
を
い
た
だ
き
、
さ
る
３
月

１
日
に
幸
地
地
権
者
及
び
関
係

者
の
方
に
事
業
、
仮
同
意
、
組

合
施
行
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

行
い
、
今
後
、
組
合
施
行
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。
又
、
徳

佐
田
地
域
は
既
に
仮
同
意
を

90
％
い
た
だ
い
て
お
り
、今
年
度
、

調
査
計
画
と
準
備
業
務
を
実
施

琉
球
大
学
医
学
部
の
移
転

跡
地
利
用
に
対
す
る
基
本

構
想
の
策
定
と
あ
る
が
、
医
学

部
の
重
点
課
題
は
重
粒
子
線
を

活
用
し
た
ガ
ン
治
療
等
、
米
軍

の
陸
軍
病
院
を
活
用
し
た
医
療

デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
新
薬
開

発
の
為
で
あ
る
。
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
反
対
の
意
見
も
あ
る

が
、
医
学
部
の
移
転
の
見
解
は
。

 

町
長  

西
普
天
間
区
一
円
の
整

備
に
合
わ
せ
て
、
重
粒
子
線
施

設
を
機
能
さ
せ
る
た
め
琉
球
大

学
医
学
部
が
活
用
さ
れ
る
地
元

と
し
て
は
当
然
反
対
を
申
し
上

げ
た
。
ま
だ
移
転
の
道
筋
が
見

え
て
こ
な
い
状
況
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
反
対
で
あ
る
。

し
て
お
り
、
現
在
測
量
を
し
、

今
年
度
基
本
計
画
ま
で
に
上
が

れ
ば
、
新
た
に
説
明
会
を
行
い
、

方
向
性
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

観
光
拠
点
施
設
に
お
け
る

用
地
面
積
、
買
収
金
額
等
ま
た

一
括
交
付
金
利
用
の
施
設
内
容

の
変
更
は
無
か
っ
た
か
。

 

建
設
部
長  

用
地
面
積
は
８
，

３
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
用

地
購
入
費
は
、
２
億
９
千
万
円

で
現
在
、
事
業
認
定
庁
と
事
前

協
議
を
進
め
て
お
り
、
協
議
が

整
い
次
第
、
事
業
説
明
会
、
申

請
書
提
出
、
公
告
、
縦
覧
等
を

行
っ
て
、
来
年
１
月
末
ま
で
に

用
地
取
得
、
物
件
補
償
を
完
了

し
た
い
。
う
る
ま
市
の
類
似
施

設
が
内
閣
府
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

の
収
益
施
設
は
、
交
付
対
象
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。

一
般
質
問

平成 28年度 一般会計補正予算

平成 28年度 国民健康保険特別会計補正予算

歳　

入

歳　

出

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

教育費

34,587 千円

141,800 千円

29,890 千円

36,120 千円

5,903 千円

1,487,163 千円

5,405,772 千円

202,708 千円

1,249,877 千円

2,410,594 千円

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

86,702 千円

79,504 千円

48,065 千円

83,884 千円

1,993,070 千円

2,236,197 千円

1,752,691 千円

991,754 千円

歳　

入

歳　

出
保健給付金

後期高齢者給付金

介護納付金

予備費

繰上充用

50,857 千円

△72,321 千円
△13,152 千円
△121,831 千円
△4,623 千円

3,001,905 千円

551,968 千円

245,454 千円

375,831 千円

1,119,310 千円

療養給付費等交付金

前期高齢者交付金

繰入金

6,280 千円

△24,017 千円
100,940 千円

252,033 千円

378,390 千円

1,038,304 千円

平成 28年度 後期高齢者医療特別会計補正予算

歳
入 後期高齢者医療保険料金 4,066 千円 175,285 千円

歳
出 後期高齢者医療

広域連合納付金
4,843 千円 232,439 千円

歳
入 国庫支出金 △6,830 千円 470,466 千円

歳
出 総務費

地域支援事業費

△7,056 千円 120,395 千円

1,098 千円 87,696 千円

平成 28年度 介護保険特別会計補正予算

歳
出 公共下水道費

予備費

2,249 千円 485,342 千円

△2,249 千円 15,818 千円

平成 28年度 公共下水道事業特別会計補正予算

補　正 合　計

補　正 合　計

補　正 合　計

補　正 合　計

補　正 合　計 補　正 合　計

補　正 合　計 補　正 合　計

補　正 合　計

問

問 問

 

産
業
課
長  

担
い
手
は
、
各
観

光
関
連
企
業
や
印
刷
会
社
、
町

内
の
飲
食
店
等
々
に
な
る
と
思

う
の
で
す
が
、
計
画
の
策
定
の

中
で
商
工
会
、
関
係
企
業
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
、
設
立
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
を
目

標
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
括
交
付
金

の
活
用
は
、
町
単
独
で
な

く
与
那
原
町
や
中
城
村
、
北
中

城
村
、
も
し
く
は
県
と
一
緒
に

大
型
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
整
備
等

に
使
用
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

 

町
長  

市
町
村
間
を
超
え
た
広

域
的
な
事
業
、
地
域
の
活
力
を

生
み
出
す
事
業
と
し
て
、
一
定

の
費
用
対
効
果
を
模
索
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
自
治
体
の
枠
を

を
超
え
て
の
展
開
が
可
能
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
の

中
で
共
同
の
認
識
を
持
ち
な
が

ら
進
め
、
東
海
岸
の
今
後
の
展

望
を
見
据
え
る
上
で
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
要
望
し
て
い

た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
今
年
度
よ
り
配
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
は
。

 

教
育
部
長  

不
登
校
生
徒
へ
の

対
応
等
、
き
め
細
や
か
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
す
ぐ
大
き
な

９
月
７
日
の
大
雨
で
、
桃

原
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
前

の
排
水
溝
が
溢
れ
て
い
た
。
対

策
は
あ
る
か
。

 

土
木
課
長  

こ
の
側
溝
は
去
年

擁
壁
工
事
と
合
わ
せ
て
新
し
い

側
溝
に
入
れ
替
え
て
お
り
ま

す
。
今
回
現
場
を
私
も
確
認
し

た
の
で
す
が
、
つ
ま
り
が
原
因

な
の
か
、
大
き
さ
自
体
が
問
題

な
の
か
。
上
流
側
、
池
田
方
面

か
ら
ず
っ
と
水
が
来
て
、
擁
壁

の
最
初
の
部
分
で
、
う
ま
く
桝

に
流
れ
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
調

査
を
行
い
な
が
ら
対
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

観
光
協
会
の
設
立
時
期
と

担
い
手
は
。

効
果
や
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
活
動

を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

給
食
費
の
無
料
化
に
向
け

て
、
必
要
な
世
帯
に
給
食

費
を
補
助
す
る
場
合
は
、
２
千

万
円
く
ら
い
の
予
算
措
置
が
さ

れ
る
と
考
え
る
。
要
す
る
に
２

千
万
円
が
給
食
政
策
に
当
て
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
政
策

を
す
る
前
に
、
父
母
、
子
ど
も

た
ち
に
は
色
々
な
意
見
が
あ
る

と
思
う
の
で
町
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

 

町
長  

給
食
費
の
無
料
化
を
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
ど
う
確
立

し
て
い
く
の
か
。
そ
の
た
め
に
は

個
々
具
体
的
な
調
査
研
究
が
必
要

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

問問

問

報
告
・
補
正
予
算

問

農水産物流通・加工・観光拠点施設のパース

大雨であふれていた排水溝(桃原）

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。



国民健康保険
歳入
歳出
差引残額
赤字補塡

55億3,037万5千円
66億5,010万5千円

△11億1,931万円   　
11億1,931万円　   
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平成27年度  一般会計決算

平成27年度  特別会計決算

歳入 136億9,775万6千円

自主財源　43.8％ 依存財源　56.2％
59億6,073万８千円 76億4,903万8千円

認定

町　　税

諸 収 入

繰 越 金

分担金・負担金

使用料・手数料

繰 入 金

寄 付 金

財産収入

34億6,736万9千円

4億5,908万8千円

4億175万2千円　

2億2,696万円　　

1億4,112万8千円

8億9,927万7千円

749万5千円

13億5,766万8千円

地方交付税

国庫支出金

町　　　債

県 支 出 金

交 付 金 等

地方譲与税

20億1,618万2千円

19億9,628万8千円

8億5,474万7千円

20億1,003万7千円

6億9,288万5千円

7,499万5千円

歳出 131億1,246万円

総務費
総務管理費

徴税費

戸籍住民基本台帳費

選挙費

統計調査費

監査委員費

17億820万9千円
14億3,817万9千円

1億4,824万4千円

1億381万3千円 　

373万2千円

1,221万4千円

202万7千円

民生費
社会福祉費

児童福祉費

50億7,732万5千円
28億3,377万円　   

22億4,348万3千円

教育費
教育総務費

中学校費

社会教育費

小学校費

幼稚園費

保健体育費

8億2,251万8千円

1億2,469万6千円

4億3,929万1千円

20億3,722万2千円
2億3,802万3千円

1億1,926万1千円

2億8,646万3千円

その他
議会費

農林水産業費

労働費

商工費

公債費

消防費

20億7,055万1千円
1億4,828万3千円

1億4,506万4千円

4,028万2千円

2億2,921万7千円

10億3,354万1千円

4億7,416万4千円

土木費
土木管理費

道路橋梁費

都市計画費

15億8,589万4千円
1億6,557万2千円

4億2,307万1千円

9億9,664万円　　

土地区画整理事業
歳入

歳出

差引残額

6億5,272万5千円

6億4,730万6千円

541万9千円

認定

衛生費
保健衛生費

清掃費

6億4,540万9千円
3億374万9千円　

3億4,166万円　  

介護保険
歳入
歳出
差引残額

20億9,598万3千円
20億3,590万3千円

6,008万円

公共下水道事業
歳入
歳出
差引残額

7億9,315万2千円
7億7,694万3千円
1,620万9千円

後期高齢者医療
歳入
歳出
差引残額

2億1,049万6千円
2億971万9千円　

77万7千円

水道事業
歳入
歳出
差引残額

9億315万9千円   
8億2,642万9千円

7,673万円

一
般
・
特
別
会
計
決
算

一
般
・
特
別
会
計
決
算
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工
事
請
負
締
結

意
見
書
・
そ
の
他

監査委員決算審査意見書〔要旨〕

平成27年度 西原町健全化判断比率

一般会計
 歳 入
　歳入決算額は前年度の13,596,036千円より13,740千円増加している。依存財源である
地方消費税交付金、国庫支出金、県支出金が増加した結果、歳入会計として若干の増加に
なったものである。

 歳 出
　歳出決算額は前年度の13,194,284千円より69,674千円減少している。
総務費が前年度より1,334,763千円減少した。
　一方、民生費、商工費、土木費、教育費が増加しており、商工費はプレミア商品券発行事業
があった事により、また教育費は坂田小学校、新増改築事業関係の支出があった事による
ものである。

　本年度の歳入としての町債は854,747千円であり、その返済の元金と利息の支出である公
債費は1,033,541千円となっている。
　その結果、西原町としての借入金の本年度残高は11,406,727千円となっており、本年度末
で比較すると1,433,056千円増加している。
　町税の徴収率は98.3％と高い徴収率を維持しており、国民健康保険税も96％台を維持して
おり、担当課の努力が反映されている。
　自主財源の筆頭である町税のうち、法人税が21,913千円減少しているがその税収の増加を
はかるには町内の法人企業がさらなる利益を上げる事、企業が増えること。
　恒久的な自主財源の確保という観点から町にできる事はないか、さらに検討する事を望む。
新たな事業所等の増加がないと今後は収入が減少する事が予測される。

工事請負契約に関する締結

財政健全化法による自治体の財政の状況を判断する指標である

※是正改善を要する事項――――特に指摘すべき事項はない

健 全 化 判 断 比 率
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

平成 27年度
―％  
―％  
8.3％  
86.0％  

早期健全化基準
14.25％  
19.25％  
25.0％  
350.0％  

備　考
※実質赤字なし　　
※連続実質赤字なし

健　全
健　全

平成27年度 公営企業会計資金不足比率
各公営企業の経営状況を示す指標

※是正改善を要する事項――――特に指摘すべき事項はない

　 会 計 区 分 　
西 原 町 水 道 事 業 会 計
西原町公共下水道事業特別会計
西原町土地区画整理事業特別会計

平成27年度資金不足比率
―％　　
―％　　
―％　　

経営健全化基準
20.0％  
20.0％  
20.0％  

備　考
資金不足なし
資金不足なし
資金不足なし

平成 28年度 西原町水道事業未処分
利益剰余金の処分について

◎兼久仲伊保線（産業通り）道路整備工事（９工区） 可決
契約金額　　：９，５２８万８，４００円
契約の相手　：有限会社　東洋建設（西原町）
契約方法　　：町内９社、町外１社による指名競争入札
施工期間　　：平成28年9月15日から平成29年2月28日まで

訴えの提起について

可決！１．事件名 ： 国民健康保険診療報酬返還等請求事件
２．当事者 ：
　 （1） 原  告 : 西原町
　 （2） 被告① 元保険医療機関施設長（個人）
　　　 被告② 元保険医療機関開設者（個人）
３．事件の内容 ：
　診療報酬を不正に請求した上記２当事者（２）の2者に対し当該不正請求に係る金額
及び加算金について、督促、催告等再三の返還請求を行ってきたが、これに一切応じな
いことから国民健康保険法に基づく診療報酬返還金等請求及び民法に基づく損害賠
償請求の訴えを提起するものである。

４．請求の趣旨 ：
（1） 被告①及び②は連帯して、原告に対し金6,602,904円及びこれに対する訴状送達

の日の翌日から支払い済みまでの年5分の金員を支払え。
（2） 被告②は原告に対し金2,641,161円及びこれに対する訴状送達の日の翌日から支

払い済みまでの年5分の金員を支払え。　
（3） 訴訟費用は、被告の負担とする　
（4） この判決は仮に執行することができるとの裁判を求める。
５．事件に対する取扱い及び方針 ：
　  必要がある場合は、訴えの取り下げ、和解又は上訴をするものである。

当年度末残高
議会の議決による処分額
　建設改良積立金の積立
　資本金への組み入れ

処分後残高

資 本 金 　　　
1,472,117,262
90,513,213

0
90,513,213

1,562,630,475

資本剰余金　　　
404,522,406

0
0
0

404,522,406

未処分利益剰余金 　
176,403,535

△140,513,213
△50,000,000
△90,513,000

（繰越利益剰余金） 
35,890,322

（単位：円）

かね く なか い　ほ せん
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議
員
研
修
・
議
会
活
動

条
例
の
改
正

町
村
議
会
議
員
・
事
務
局
職
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　    

　
　
　
平
成
28
年
10
月
13
日（
木
）

・ 

子
ど
も
の
発
達
課
題
と
発
達
支
援

　
　 

講
師
　
勝
連
啓
介
氏（
小
児
科
医
）

・ 

県
内
に
お
け
る
発
達
障
害
児
者
支
援
の
現
状
と

　
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　 

講
師
　
与
那
城
郁
子
氏（
臨
床
心
理
士
）

　・ 

い
い
栄
養
で
、い
き
い
き
元
気
！
認
知
症
予
防
！

　
　 

講
師
　
吉
田
貞
夫
氏（
沖
縄
メ
デ
ィ
カ
ル
病
院
副
院
長
）

議会活性化 読谷村・那覇市を視察！！

・読谷村議会
　沖縄県で最初に議会基本条例を制定
した読谷村。村民との意見交換会及び議
会報告会を毎年開催しており、7年目の今
年は13団体と意見交換会を行っている。
議会の様子は、村ＨＰにてライブ・録画配
信を行っている。今後は通年議会も検討
しており、住民との接点を多くし、議会の
見える化に向けて高い意識を感じた。

・那覇市議会
　全国議会改革ランキング56位（全国自治体の81.7％にあたる1,460議会中）になっ
た那覇市。今年度よりタブレットを導入するなど最先端の改革を目指す。
　議会中継や動画配信は3年目を迎えている。議会改革を行う中で議会としての方
向付けができ、議員の意識がすごく変わったとの行政側の感想が印象的であった。

《研修内容》

最初に議会基本条例を制定
意見交換会及び議

7年目の今
を行っている。
ライブ・録画配
通年議会も検討

しており、住民との接点を多くし、議会の
に向けて高い意識を感じた。 読谷村議会での議会活性化の取組みについて学ぶ

（8／24） （8／29）

議会活性化調査特別委員会（委員長 呉屋 悟）では、平成28年8月24日と29日に、それぞ
れ読谷村議会と那覇市議会で、各議会の活性化についての取組みを視察調査しました。

◇西原町職員の退職管理に関する条例
　地方公務員法の改正に伴い、職員の退職管理に関し、再就職者による依頼等の規制、
任命権者への届け出など、必要な事項を定めるため。

すべて可決

条例の制定や改正

認知症の予防のための栄養摂取について理解を深めた
（講師：吉田貞夫氏）

子どもの発達課題と発達支援の取り組みを学ぶ
（講師：勝連啓介氏）

◇西原町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
　一部を改正する条例
　「建築基準法施行令」第 123 条第 3 項が改正されたことに伴い、厚生労働大臣が
定める基準である「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」が改正され、
その基準に従い、又は参酌して定めている条例についても、改正が必要となったため。

◇西原町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
　一般廃棄物処理手数料の徴収の中に、家庭から排出するごみの処分手数料にガゼッ
トタイプ（耳付きごみ袋）のごみ袋の導入を行っております。一般廃棄物の排出は
事業所等からもあることから、事業所等から徴収する処分手数料にガゼットタイプ
（20円）を定めるために、西原町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の規定を改正
する必要があるため。

◇西原町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
　基準を定める条例の一部を改正する条例
　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成 18 年
厚生労働省令第 34号）の一部改正に伴い、規定整備をする必要があるため。

◇西原町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
　並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた効果的な
　支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平
成 18年厚生労働省令第 36号）の一部改正に伴い、規定整備をする必要があるため。

一部改正

新 規
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議
会
改
革

議
会
改
革

見
え
な
い「
議
会
・
議
員
活
動
」

見
え
な
い「
議
会
・
議
員
活
動
」

西
原
町
議
会
を
　
す
る

西
原
町
議
会
を
　
す
る

「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
は
」

「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
は
」

ち
ょ
っ
と
、そ
の
前
に…

「
議
会
の
権
限
」と「
二
元
代
表
制
」

に
つ
い
て
、お
さ
ら
い
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
、そ
の
前
に…

「
議
会
の
権
限
」と「
二
元
代
表
制
」

に
つ
い
て
、お
さ
ら
い
し
ま
す
。

　

我
々
、
西
原
町
議
会
は
平
成

27 
年
の
6
月
定
例
会
に
て
「
議

会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
現
在
ま
で
、
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
本
委
員
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
」

　

①
改
革
先
行
型

　

②
議
会
改
革
と
住
民
参
画
の
二
つ
の
視
点
で
改
革

　　

以
上
を
主
眼
と
し
て
、
議
会
活
性
化
を
目
指
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

①
改
革
先
行
型

　
　
「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
を
合
言
葉
に
取
り

組
み
、
議
会
審
議
を
よ
り
深
め
ま
た
、
円
滑
に
進
め
る
た

め
「
確
認
事
項
」（
議
員
の
質
問
・
質
疑
に
対
し
て
趣
旨

及
び
内
容
を
確
認
す
る
。）
を
先
の
６
月
定
例
会
よ
り
、

議
会
会
議
規
則
を
改
定
し
、
試
験
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
傍
聴
へ
来
れ
な
い
方
や
各
議
員
の
議
会
活
動

を
見
て
も
ら
う
た
め
に
、「
議
会
の
録
画
中
継
」
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
て
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。（
８
月
31
日
よ

り
）

　

②
議
会
改
革
と
住
民
参
画

　

こ
こ
で
は
、
議
会
や
議
員
側
の
改
革
と
住
民
参
画
の
二

つ
の
視
点
で
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

特
に
、
し
っ
か
り
と
改
革
し
て
い
く
べ
き
項
目
で
す
。

　

大
変
、
耳
の
痛
い
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
疎

か
と
言
う
よ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
こ

と
も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
活
性
化
と
し
て
は
、
個
々
の
議
会
報
告
会
（
数
名

は
実
施
）
の
実
施
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
チ
ー
ム
議
会
」

と
し
て
の「
議
会
報
告
会
」や「
住
民
等
と
の
意
見
交
換
会
」

等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
行
く
こ
と
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

機
会
に
お
い
て
、
積
極
的
に
「
情
報
を
提
供
」
し
て
、
主

権
者
で
あ
る
町
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

「
疑
問
や
問
題
点
」
ま
た
、「
ご
意
見
や
要
望
」
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
て
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
、
解
決
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

改革改革
　

ま
ず
「
議
会
の
権
限
」
に
つ
い
て
、
表
１
に
主
な
権
限

を
上
げ
ま
し
た
。
最
大
の
権
限
は
、「
決
議
権
」
で
す
。

町
の
条
例
や
予
算
は
、
議
会
の
決
議
が　

な
け
れ
ば
、
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
町
民
が
身
近
に
活
用
で
き
る
の
が
「
請

願
受
理
権
」
で
す
。
多
義
に
渡
る
請
願
を
受
け
付
け
、
常

任
委
員
会
で
審
査
し
て
、
審
議
し
ま
す
。

・議会の主な権限には次のものがあります。
決議権

選挙権

検査権・

監査請求権

調査権

意見書提出権

請願受理権

条例を制定・改廃すること。予算を決め、決算を認定すること。

議長、副議長、選挙管理委員などを選挙すること。

町の事務が議会の決議通り執行されているか検査したり、監査委員に監査を求め

請求すること。

議会が町の事務を調査すること。

町の公益に関する事柄について、国などの関係機関に対して意見書を提出すること。

請願を受け付け、審査すること。

　

次
に
、「
二
元
代
表
制
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

二
元
代
表
制
は
日
本
国
憲
法
第
九
十
三
条
に
基
づ
く
、

日
本
の
地
方
行
政
の
骨
幹
で
す
。 

日
本
国
憲
法
第
九
十
三
条

地
方
公
共
団
体
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
。

（
以
下
略
）

　

つ
ま
り　

地
方
行
政
に
は
住
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た

住
民
代
表
が
、
首
長
と
議
会
の
二
元
化
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
（
間
接
民
主
主
義
）。
首
長
は
そ
の
権
限
で
地

方
行
政
を
執
行
し
、
議
会
は
そ
の
行
政
行
動
を
監
視
し
て

い
く
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
頃
は
理
解
し
て
い
て
も
、
地
方
選
挙
と
国
政
選

挙
が
同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、
だ
ん
だ

ん
と
、国
政
に
お
け
る
『
議
会
』
と
地
方
に
お
け
る
『
議
会
』

の
役
割
を
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
、
お
互
い
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

　

国
政
に
お
け
る
『
議
会
』
は
、
立
法
機
関
な
の
で
、

本
来
、
法
律
を
作
成
し
、
国
の
あ
り
か
た
を
決
定
し
て
い

く
役
割
を
担
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、地
方
に
お
け
る『
議

会
』
は
、
議
決
機
関
・
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
立
法
機
関
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

議
会
は
首
長
の
文
句
ば
っ
か
り
い
っ
て
る
な
ぁ
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
議
会
の
役
割
は
、
首
長
の
監
視

で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
、（
首
長
の
文
句
ば
っ
か
り
言
う
）

事
が
本
来
の
役
割
と
な
り
ま
す
。…

あ
る
意
味
（
笑
）

議
会
の
活
性
化

議
会
の
活
性
化

議
会
の
活
性
化

議
会
の
活
性
化

　

そ
ん
な
中
、
去
る
11
月
16
日
（
水
）
に
西
原
町
議
会

初
「
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
」
の
中
間
報
告
と
意

見
交
換
会
が
町
内
外
か
ら
61
人
の
参
加
の
も
と
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

一
部
で
は
、
議
会
制
度
や
議
会
の
役
割
、
活
性
化
委
員

会
の
取
組
状
況
や
議
員
活
動
な
ど
を
基
調
動
画
で
紹
介
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
部
で
は
町
民
の
皆
様
と
「
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

Do

　

参
加
者
か
ら
は
、「
政
務
調
査
費
の
総
額
や
使
途
に
つ

い
て
、
問
題
は
な
い
か
」、「
一
般
質
問
が
ダ
ブ
っ
た
り
し

て
い
る
の
で
、
議
員
同
士
が
勉
強
会
を
も
っ
て
、
中
身
の

深
い
質
問
に
す
る
べ
き
」。
ま
た
、「
議
員
は
も
っ
と
情
報

を
住
民
に
提
供
す
る
べ
き
で
、
報
告
会
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
ほ
し
い
」、「
各
種
団
体
等
と
積
極
的
に
意
見
交
換

会
を
行
う
べ
き
」。
さ
ら
に
は
、「
も
っ
と
地
域
活
動
に
加

わ
る
べ
き
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

53
人
（
参
加
人
数
61
人
中
）
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
西
原
町
議
会
は
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
だ
と
思

う
か
と
の
問
い
に
対
し
「
住
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
が
少

な
い
」、「
今
回
の
企
画
の
姿
勢
か
ら
期
待
し
た
い
」
等
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
に
必

要
な
も
の
は
何
か
と
の
問
い
で
は
、「
住
民
や
各
種
団
体

と
の
意
見
交
換
」、「
住
民
参
画
と
情
報
公
開
」、「
地
域
の

要
望
を
聞
く
事
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
に
は
、「
傍
聴
の
呼
び
か
け
が
足
り
な
い
」、「
議
員
に

定
年
制
を
設
け
る
べ
き
」、「
若
い
議
員
が
出
や
す
い

環
境
づ
く
り
」の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、ス
タ
ー

ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
、
議
会

報
告
会
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
積
極
的
に
計
画
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
次
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
今
回
の
意
見
交
換
会
の

詳
し
い
内
容
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
特
集
ペ
ー

ジ
で
取
り
上
げ
ま
す
。

特
集
記
事

特
集
記
事

表2

市議会

議事機関

市民

市議会
議員

行　政

執行機関

市長
（首長）

市役所

選挙 選挙

【二元代表制】
（地方議会）

「
議
会
は
、何
を
や
っ
て
い
る
の
」

「
議
員
は
、い
っ
た
い
何
を
や
っ
て
い
る
の
」

「
議
会
は
、何
を
や
っ
て
い
る
の
」

「
議
員
は
、い
っ
た
い
何
を
や
っ
て
い
る
の
」

町
民
の
声
が
届
い
て
い
な
い

町
民
の
声
が
届
い
て
い
な
い

表1


